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本論文の目的 
 
「自分探し」という言葉が人口に膾炙して久しい。また近年では、「自分磨き」という言葉
も拡がり、ベストセラーには多くの自己啓発書が並ぶようになっている。今日の社会は、か
つてないほどに多くの人々が、「自分」が何であるか、どうありたいか、そのために何をすべ
きか、といったことに専心している時代だということができる。ジャーナリズム上ではこう
した「自分」への注目について、一流企業さえも倒産する流動的経済状況および不況下にお
けるサバイバル志向の表われである、あるいは「自分探し」「自分磨き」の幻想性を分からな
い人々がそれらに勤しんでいる、といったかたちで、その社会的背景や「自分探し」「自分磨
き」に勤しむ人々の特性が専らとりあげられ、明に暗に批判的に語られてきた。その一方で、
この「自分」への注目の高まりという社会現象についての学術的研究はほぼ皆無という状況
にある。 
だがジャーナリズム上で批判の対象とされてきた「ロストジェネレーション」（70～80 年
代生まれの団塊ジュニア世代）を中心とした「自分探し」や「自分磨き」は、筆者を含む当
の世代にとっては決して珍奇な事態ではない。むしろ、学校でのキャリア教育、就職・転職・
離職の場面、何気なく手に取ったベストセラー書籍や雑誌、目にするさまざまな広告などを
通して、私たちは日々「自分探し」や「自分磨き」に誘われている。そのような状況を踏ま
えると、なすべきことは、従来のジャーナリスティックな評論のように「自分探し」等に勤
しむ人々の特性をあげつらうことではなく、少なからぬ人々が、その探求や啓発に強く惹き
つけられてしまうような「自己」とはそもそも何なのか、ということを解き明かすことなの
ではないかと考えられた。従来の評論は、いってみれば宗教を信じる人々について、それを
信じる人々の属性や、信じるに至る社会的背景の評論に専ら傾注し、その宗教が説く世界観
や教理といった内的な存立構造にはほとんど踏み行ってこなかったのである。この従来の議
論における盲点、すなわち人々がその探求や啓発に勤しむような「自己」の内的存立構造を
読み解くこと――これが本論文の目的である。 
より精確には次のように言うことができる。すなわち、最も包括的には、筆者が依って立
つ社会的構築主義と呼ばれる社会学上の立場は、あらゆる社会的事象を反本質主義的に捉え
ようとする。つまり、ある社会的事象に関する内的本質は存在せず、その様態は必ず社会的
に構築されているものなのだ、と。この構築に際して重要なのが、歴史・文化的に特殊なも
のとしてのシンボル・言語・表象体系である。これらのシンボル・言語・表象体系を通して
初めて、私たちは家族、教育、犯罪、宗教、医療といったさまざまな事象について認識し、
評価し、考えることができるとこの立場は考える。そして「自己」という対象もまた、人間
の生物学的基礎や、それにもとづく基底的な感情の構造に関する部分を除けば、「自己」をど
う認識するか、またどう探求し、啓発し、変革していくかについて、その様態のほとんどが、
当該社会における歴史・文化的に特異なシンボル・言語・表象体系と強く相関したものであ
ると社会的構築主義の立場は考える。そのような立場から本論文は、筆者もまた含まれる、
ロストジェネレーションと呼ばれる世代（もちろんこの世代のみではないが）が自己探求・
啓発・変革に強く惹きつけられているという事態について、外在的に評価・バッシングする
のではなく、そもそも少なからぬ人々が強く惹きつけられてしまうような「自己」とはどの
ようなものなのか、当人たちにとってそれはどのように立ち現われているのかという観点か
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ら、その「自己」をめぐるシンボル・言語・表象の体系（システム）を内在的に理解しよう
とするのである。より具体的には、今日における「自己」の認識やその探求・啓発・変革の
様態を、それを誘い、また導く自己啓発的、自助的なメディア（論文内ではセルフヘルプ・
メディアと呼称する）というシンボル・言語・表象と強く相関するものとして捉え、そうし
たメディアの分析を通して、私たちが生きている「自己」の様態を描き出してみようとする
ことが本論文の目的である。 
 
本論文の構成 
 
本論文の構成は以下のように図示することができる。第 1 章から第 3 章が第 1 部「問題設
定と理論・方法論的枠組」という理論パート、第 4 章から第 7 章が第 2 部「現代における大
衆的セルフヘルプ・メディアの実証的分析」という実証パートとなっている。終章では第 2
部の分析の総括を行う。 
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各部・各章の概要 
 
【第１部 問題設定と理論・方法論的枠組】 
第 1 部は、本論文の問題関心と理論・方法論的枠組を提示するパートである。まず第 1 章
では、本論文の最も基礎となる考え方である、「自己へのまなざし」の社会的構築性について
理論的に定位したうえで、関連する先行研究を整理し、本論文では今日の社会をどのように
捉えるのか、また今日ではどのような自己へのまなざしが支配的なものとなっていると考え
るのか、依って立つところの立場を定める。第 2 章では、本論文で用いる分析概念として、
フランスの思想家ミシェル・フーコーの「自己のテクノロジー」概念を導出し、同概念を用
いた先行研究のバリエーションを概観したうえで、本論文の分析視角（どのような事象につ
いて、どのような観点から分析を行い、その結果何を明らかにするのか）を定める。またそ
の分析視角を踏まえて、大衆的なセルフヘルプ・メディアという本論文の分析対象を導出す
るとともに、その理論的定位を行う。第 3 章では、メディア資料の分析をどのような理論・
方法論にもとづいて行うのか、本論文における立場を示す。 
 
第１章 「自己」の文化社会学に向けて 
 
図 1 第 1 章のフローチャート 
 
［本論文における問題設定］ 
「私」って何だろう。「自分」とは何者なのか。 
あんな・こんな「私」になりたい。「自分」を変えたい。どうしたら変えられるのだろうか。 
「私」は他人にどう見えているのか。どう思われているのか。どうしたら「私」のことを
認めてもらえるだろうか。 
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もっとうまく「自己」を表現したい。「自分」をうまく伝えるにはどうすればいいのだろう
か。 
 
自らにとって、また他者にとって「私」「自分」「自己」が何であるか、どうありたいか、
そのために何をすべきかといったことをめぐるこうした問いや望み（さまざまに表現は可能
だが、ここでは「自己をめぐる問い」と表現することにしたい）は、あまりにありふれた、
陳腐にさえ見えるものかもしれない。だが私たちは人生のさまざまな場面で自己をめぐる問
いに直面する、あるいはしてきたはずであり、その意味ではこれらは一見陳腐に見えたとし
ても、私たちにとてもなじみ深いものといえるはずである。 
だが、こうした自己をめぐる問いの立て方と答え方は、どのような社会においても共通す
るものなのだろうか。当然、共通しないものである。社会体制、国家体制、学校制度および
進学率、識字率、科学的知識の浸透の程度、各種産業の発達、ヒト・モノ・情報の流動性、
流行、社会の成員の意識、メディア環境、そしてジェンダー、人種、エスニシティ、階級を
めぐる状況等、非常に多くの社会的変数がここには関係している。これらの変数次第で、自
己をめぐる問いのバリエーションがそもそも異なってくるだろうし、またそうした問いに対
して可能な答え、望ましい答えの範囲も変わってくるだろう。むしろ、先に挙げた自己をめ
ぐる問いが私たちにとってなじみ深いものであり、またそうした問いに取り組み、考え、表
現するための多くの手がかりがあるような今日の状況こそが、人類の歴史からみれば非常に
特異な状況なのである。つまり、自己をめぐる問いとは、その一見した印象と異なり、非常
に社会的な問題だと考えられるのである。 
自己をめぐる問いに対して何らかの実体的な回答や定義、あるいは望ましいあり方を示す
のではなく、社会によって自己をめぐる問いへの可能な答え、望ましい答えが異なることを
強調するこのような立場は、家族、教育、犯罪、宗教、医療など、あらゆる社会現象をシン
ボル・言語・表象体系によって織りなされる意味の網の目としての「文化」という観点から
捉える、「文化のパースペクティブ」という立場にもとづくものといえる。この立場から自己
をめぐる問いを考え直すとき、次のような疑問が生じることになるだろう。もし、上述した
ような自己をめぐる問いや望みを解決・達成することができたとしても、それは私たちがそ
の中を生きている意味の網の目＝文化の筋書きに沿ったものに過ぎないのではないか、それ
は自分で選んでいるようで実はそのような方向に知らず知らずのうちに誘導され、動機づけ
られ、選ばされた自己のあるヴァージョンに過ぎないのではないか、と。 
もちろん本論文の筆者はそうした意味の網の目＝文化の外に「本当の自己」があるとか、
逆にその中により「真正な自己」があるとか言いたいわけではない。むしろ逆に、それぞれ
の社会におけるシンボル・言語・表象体系によって織りなされる意味の網の目＝文化が自己
の可能な、また望ましいあり方の範囲を縁取り、社会の成員はそのシンボル・言語・表象体
系のうち、それぞれが利用できる、限られた、また偏った資源を用いて自己について考え、
取り組み、個々人にとっての自己をさまざまなかたちで組み上げている（その組み上げ方も
社会によって異なる）、というのが筆者の自己についての見方、立場である。 
今述べてきたことに関してイギリスの社会学者ニコラス・ローズは、「私たち自身や他者へ
の理解の仕方や働きかけ方が、ある記述のもとに人間を認識可能で実践可能とするある種の
方法の発明のもとに可能になる」としたうえで、そうした認識・実践方法のもとに発明され、
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構築された自己の可能な、また望ましいあり方を「自己の体制 regime of the self」と表現し
ている。つまり私たちにとって、自己をめぐる問いそのものや、そうした問いへの手がかり
は、一見すると全く個人的、内面的な問題であるようにみえるが、それは自己あるいは他者、
より包括的には人間について認識し、実践する何らかの知識・技法なしには存在しえないと
ローズは考えるのである。こうした知識・技法のバリエーションはどの社会においても共通
するものではない。繰り返しになるが、私たちは当該社会で流通する自己についての知識・
技法のうち、自らにとって利用できる、限られた、また偏った資源を用いて、自己について
考え、取り組み、個々人にとっての自己を組み上げているのである。では、今日を生きる私
たちにとって利用できる、あるいは自然と利用してしまうような自己をめぐる知識・技法と
はどのようなものなのだろうか。また、それらの知識・技法が自己の可能な、また望ましい
あり方すなわち「自己の体制」を縁取るものだとすれば、それはいったいどのようなものな
のだろうか。 
このような観点から、自己をめぐる問いに対して実体的な回答を提出する代わりに筆者が
行おうとするのは、自己をめぐる知識・技法の布置を観察することによって、今日を生きる
私たちにとっての「自己の体制」を描き出すことである（これは私たちがその中を生きてい
る、自己をめぐる意味の網の目＝文化そのものに迫ることとも言い換えられる）。私たちにと
って、今日どのような自己をめぐる問いが突きつけられているのか、そのためにどのような
知識・技法にもとづいて、何をなすべきだとされているのか。そのような状況において、私
たちが誘導され、動機づけられ、望ましいと感じ、自然に選びとってしまうような自己の優
勢なヴァージョンがあるとすれば、それはどのようなものなのか。これらを明らかにするこ
とを通して、自己についての探究を行うことが本論文の目的である。 
 
［第 1 章の概要］ 
第 1 章の目的は、今日の「自己の体制」について包括的に理解するための見取り図を描く
こと、および本論文においてその見取り図のどこに注目するのかを定めること、この二点で
ある。自己を意味の網の目＝文化という観点から理解しようとする先行研究を整理し、その
うえで、本論文がどの先行研究に特に注目し、その論点を掘り下げていこうとするのかを定
めること。これが第 1 章の作業課題となる。 
より具体的には、まず本論文の立場の源流となっている諸研究（文化人類学、歴史研究、
ミシェル・フーコーの知見）を整理したうえで、社会構築主義心理学と文学研究（近代的自
己の社会的構築性を指摘）、身体論（病と健康、食と身体、美容整形と化粧、ファッション）、
消費社会論・ポストモダン論、後期近代論（および「心理主義化」「セラピー文化」論）、監
視社会論に関する諸研究を概観した。整理と概観の結果は次のように総括することができる。
文化人類学、歴史研究、フーコーの研究によって開かれた自己への文化論的アプローチは、
私たちが自明としている自己についてのさまざまな前提が近代社会に特有のものであること
を示すものだった。だが近代的自己が前提としてきた統一性、安定性といった性質は、消費
社会の成熟やモダニティの脱埋め込みプロセスの徹底化によって解体の方向に向かっている。
後期近代に生きる私たちは「自己の壊滅」に至らないために、つねに自己を反省し、選び直
し、再構成するようになっており、その際にさまざまな知的権威や電子上のデータベースな
どの新たな資源を利用するようにもなっている。だがその一方で、監視社会の進展に伴う、
非心理学的な水準で自己を扱おうとする新たな傾向も立ち現われている。 
本論文ではこうした諸研究のうち、さまざまな自己をめぐる研究が集約される後期近代論、
すなわち、後期近代において人々は自らを振り返り、問い直し、選択し、自己を構成してい
かねばならなくなっているという論点、およびそのために人々が自己構成の新たな資源を参
照するようになっているという論点に注目することとした。それはこれらの論点が、さまざ
まな自己をめぐる問いが私たちにとてもなじみ深いものであるという事態を、社会理論的観
点から包括的に位置づけてくれるためである。後期近代論から自己をめぐる問いの一般化を
捉えたうえで、ではそのような状況における「自己の体制」とはどのようなものか。この問
いに最もよく答えることのできる分析概念・分析視角を定め、また適切な分析対象を導出す
ることが第 2 章の目的となる。 
 
第２章 「自己のテクノロジー」研究の位相――今日における「自己の体制」の分析概念と
して 
 
 
図 2 第 2 章のフローチャート 
 
第 2 章では、第 1 章で採用した後期近代論の解釈を踏まえて、今日における「自己の体制」
に接近していくための①分析概念の導出、②より詳細な分析視角の設定、それらにもとづい
た③分析対象の導出を目的とした。 
①分析概念としては、ローズの研究を手がかりとして、晩期フーコーの「自己のテクノロ
ジー」概念を導出した。この概念を導入するメリットは以下の二点である。すなわち第一に、
個々人が自己をめぐる問いへの答えを自ら出していかねばならないような状況、またそのた
めの手がかりが世の中に多くあふれているような状況について考えようとする際に、「自分探
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し」を支援する各種の手がかりを、「自己の自己との関係」を通した主体化の技法（「自己の
テクノロジー」）として理論的に定位し、分析に付すことができる点である。第二は、「自己
のテクノロジー」概念にもとづいて実際の分析を進めていく際に、いかなる本質的な内面を
も措定することなく、主体ではなく「主体化」、個人あるいは共同的なアイデンティティの構
築ではなく主体化の「技術」、自己とは何であるかではなく「認識・実践の技術的対象として
の自己」に注目するローズの観点が、具体的な分析の公準として非常に有益だと考えられる
点である。 
この「自己のテクノロジー」概念に関するフーコー自身の分析、および海外を中心とした
先行研究の整理を行ったうえで、筆者は次のように先行研究に対する自らのスタンス（②分
析視角）を定めた。すなわち、包括的な解釈枠組としてローズらが論じる統治性論を参照し
たうえで、「自己のテクノロジー」を社会学的自己論の一視角として用いようとする立場であ
る。 
これらを踏まえて筆者は、③自己をめぐる問いとその答えを最も端的に示し、人々の「自
分探し」「自分磨き」を支援するようなメディアである「セルフヘルプ（自助的な）・メディ
ア」を分析対象として選定することとした。自己をめぐる問いを最も直接的に発し、また最
も直接的に答えようとするセルフヘルプ・メディア（「自己のテクノロジー」のサンプル）を
とりあげることが、自己をめぐる問いへの答えを自ら出していかねばならない社会、また「自
分探しを奨励するような社会」における自己のあり方について、最も端的に析出することが
できると考えたためである。 
 
第３章 「文化のパースペクティブ」とその研究法――本論文における方法論について 
 
 
図 3 第 3 章のフローチャート 
 
第 3 章では、本論文が分析対象とするメディア資料について、その分析はどのように可能
であるのか、またその分析はどのような意義をもつのか、先行研究におけるアプローチを整
理し、本論文のスタンスを示した。 
具体的にはまず、あらゆる社会現象をシンボル・言語・表象体系によって織りなされる意
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味の網の目＝文化という観点から捉えようとする「文化のパースペクティブ」の立ち位置と
意義について再検討を行った。次いで、この「文化のパースペクティブ」につきまとう「単
なる言説の羅列や、思いつきともとれる社会・文化評論や風俗批評」という批判を免れ、そ
の分析をより客観的なものとするため、これまでの文化に関する諸研究の見解を整理した。
具体的には、文化を意味の網の目として捉えようとする見解の源流としての文化人類学者ク
リフォード・ギアーツの知見、文化社会学者ウェンディ・グリスウォルドの「文化のダイヤ
モンド」（文化的表象体、創造者、受容者、社会的世界）についての言及、社会学者北川紀男
の文化の三層構造論、文化を意味生産のシステムとみなすカルチュラル・スタディーズの立
場、政治学者エルネスト・ラクラウとシャンタル・ムフにおける節合的実践という視点につ
いてそれぞれ検討した。 
これらを踏まえて、ある文化的表象体の様態について、創造者、受容者、社会的世界とい
った「文化のダイヤモンド」の相互関係の中から力動的に描き出すとともに、その文化的表
象体における意味と価値の編成を、非本質主義的な節合的実践の産物およびプロセスとみな
し、その節合的実践の系譜や現状を追うことで、分析者や読者が「当たり前」と思っている
ことを問い直すような知見を提出する、という本論文のアプローチが示された。本論文で扱
うセルフヘルプ・メディアという文化的表象体については、それらが今日における自己のあ
り方（「自己の体制」）を端的に示す結節点であり、これらの結節点が「自己の体制」におけ
る新たな意味と価値を活性化していくものだと捉えたうえで、その分析とは「自己の体制」
における意味と価値が（再）生産されるプロセスを明らかにし、また現在の私たちにとって
の自己のあり方がどのように形づくられてきたのか、また現在形づくられているのかを問い
直す営為であると定位した。 
 
 
図 4 本論文における諸システムの解釈モデル 
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【第２部 現代における大衆的セルフヘルプ・メディアの実証的分析】 
 
第 2 部は、実際にセルフヘルプ・メディアの分析を行っていくパートである。まず第 4 章
では、最も包括的な観点からセルフヘルプ・メディアに迫るため、自己啓発書ベストセラー
の戦後史を通観する。これらの分析から、より焦点を絞った第 5 章以降の分析に向けた、重
点的な検討課題（解釈仮説）を析出する。第 5 章では今日における大学生の就職活動の中核
的プロセスの一つとなった「自己分析」を支援するセルフヘルプ・メディア（就職用自己分
析マニュアル）、第 6 章では今日の女性の生き方を支援するセルフヘルプ・メディア（ライ
フスタイル誌『an・an』）、第 7 章では今日の男性のビジネスにおける能力向上を支援するセ
ルフヘルプ・メディア（ビジネス誌）をそれぞれ検討し、ロストジェネレーションと呼ばれ
る世代（もちろんこの世代のみではないが）の前に立ち現われている「自己の体制」につい
て、複眼的に検討を行っていく。下図は、第 4 章から第 7 章に共通する議論の流れを図示し
たものである。 
 
 
図 5 第 4 章から第 7 章に共通する議論の流れ 
 
第４章 自己啓発書ベストセラーの戦後史――戦後日本における「自己のテクノロジー」の
系譜学 
第 4 章では、最も包括的な観点からセルフヘルプ・メディアに迫るため、自己啓発書ベス
トセラーの戦後史を通観した。分析の素材としてとりあげたのは、全国出版協会出版科学研
究所の『出版指標年報』の年間ランキング（1945 年から 2009 年）に登場した「自分自身、
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あるいはその考え方・行動の仕方・生き方を主眼として扱う」著作、計 97 冊である。これ
らを「自己のテクノロジー」に関連する「自分自身を構成する流儀」の四つの観点から分析
した結果、表 1 のようにその傾向は整理された。 
 
表 1 各時期における自己啓発書ベストセラーの傾向整理 
時期 ジャンル 自己へのアプローチ 
-1969 
哲学・文学・文芸評論的人生論 
心理学・大脳生理学による記憶術 
経営者・評論家による経営論 
哲学・文学・文芸評論的考察 
記憶のメカニズムと記憶術 
成功者によるエピソードにもとづく心がまえの体得 
1970-1985 
仏教者による人生論 
ライフワーク／スタイル論（生きがい論）
仏教（般若心経）の教えにもとづく心がまえの体得 
生活設計・人生計画の構築と実行 
1986-1994 
過去の偉人への再注目 
生老病死への注目 
心理学や霊能への関心 
人格主義・修養主義・伝統的精神の再考 
仏教の教えや市井の人々の発言にもとづく再考 
内的世界の解読、超越的真理による秩序化 
1995-2002 
『脳内革命』 
心理主義的な習慣・法則論 
脳内ホルモンの分泌の促進、宇宙の法則との一体化 
内面の可視化・変革の「技法化」 
2003- 
強い心理主義（思考は現実化する）の台頭
スピリチュアル 
仕事術・習慣術 
脳科学ブーム 
女性らしさから「自分らしさ」へ 
思考現実化の法則への一体化、内面の重要視加速 
超越的真理による世界の複雑性縮減・不安除去 
企業家的主体という前提にもとづく行動・習慣形成 
脳科学的快楽を最大化する行動・習慣形成 
日常生活における活動と自己の結合 
 
分析の結果を踏まえて、以下の章でより重点的に検討される三つの検討課題（解釈仮説）
が次のように提出された。 
 
検討課題１．「自己をめぐる権能の偏在・流動」について 
自己啓発書ベストセラーの著者の傾向は、社会における職業構成からすればかなり偏った
ものである。そのため、自己をめぐる問いへの可能な、望ましい回答の様態に一定の影響を
与える権能は、社会的に偏在していると考えられるのではないか、またベストセラーの著者
のトレンドは時期ごとに異なることから、この権能は流動するものでもあるのではないかと
考えられた。ではその権能の偏在と流動の様態はどのようなものなのか。 
検討課題２．「1990 年代における自己の技術対象化」について 
1990 年代後半以降の自己啓発書ベストセラーにおいては、自己あるいは個々人の内面を認
識・実践対象とする作業課題の増殖、それに伴う自己（およびその内面）についての意味の
網の目＝文化の形成と濃密化、「自己の自己との関係」の調整・変革がそれ自体重要な意味を
持つようになるという自己目的化という三つの変化が起きていると解釈することができた。
次章以降の分析資料においてもこうした傾向が見出せるのならば、後期近代において私たち
の「自分探し」「自分磨き」を支援するメディアとしてのセルフヘルプ・メディアが構築する
「自己の体制」の基調に、「自己の技術対象化志向（自己という対象を何らかの手続きを通し
て改良しようとする志向）」があるということになるのではないか。 
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検討課題３．「自己の技術対象化が節合される志向のバリエーション」について 
1990 年代後半における「自己の技術対象化」という観点から理解できるベストセラーの輩
出以後、2000 年代には「原因と結果の法則」のような世界を司る理から自己を説き起こそう
とする著作、霊的原理からやはり自己を語ろうとする著作、そして脳科学的原理にもとづい
て効率と快楽を最大化しようとする脳科学関連書籍といった、自己を技術的働きかけの対象
としながらもそれに留まらない志向を有する著作群が輩出されている。こうした、自己の技
術対象化を基調としながらも、そこに節合される志向にはいくつかのバリエーションがある
ように考えられた。ではそれはどのように解釈することができるのか。 
 
第５章 「就職用自己分析マニュアル」が求める自己とその機能 
第 5 章で扱うのは、今日の若者の多くに、その個人的選好にかかわらず関係し、また少な
からぬ影響を及ぼしていると考えられるセルフヘルプ・メディア、すなわち大学生の就職活
動における「自己分析」に関する支援メディアである。今日の大学生の就職活動における自
己分析とは、その選好を超えて個々人が取り組まざるをえないような制度として、すなわち
「個人の上にいやおうなく影響を課することのできる一種の強制力をもっている」、一種の
「社会的事実」（デュルケム）として立ち現れているものである。このような自己分析を扱う
メディアが求める自己のあり方について検討することで、ロストジェネレーションと呼ばれ
る世代の前に立ち現れている自己の様態により複眼的に迫っていくことが第 5 章の目的であ
る。より具体的には、自己分析を、新規大卒採用市場という文脈内で流通する、あるべき自
己（内定を獲得できる自己）になるための「自己のテクノロジー」として捉え、その様態と、
新規大卒採用市場に対して果たす機能を考察することが第 5 章の具体的な作業課題である。
分析の素材としたのは、自己分析を扱うマニュアル本（「就職用自己分析マニュアル」）、190
タイトル延べ 758 冊である。 
分析の結果、これらのマニュアルの執筆者には自己啓発書ベストセラーと同様にコンサル
タントや心理学者（後者は主に大学に籍を置かない、在野の心理学者）が多いことから、自
己啓発書ベストセラーと同様の「自己をめぐる権能の偏在」が再認された。また、就職用自
己分析マニュアルは 1990 年代に、目的論の濃密化（自己分析と社会的状況との節合可能性
の増大・多元化）、技術的濃密化（求められる自己分析の作業量の増加）、技術的定型化（各
マニュアルに掲載される「自己のテクノロジー」のパターン化）といった変化がみられ、「1990
年代における自己の技術対象化」もまた再認することができると考えられた。また、「自己の
技術対象化が節合される志向のバリエーション」については、「本当の自分」を過去の回顧と
現在の分析を通して自ら析出するとともに、未来の想像を通して「夢」「やりたいこと」を自
ら最大化して描くような、再帰的・本質主義的な自己の発見・最大化志向がまず見出された。
だが就職用自己分析マニュアルにおいてはそれに加え、実際に採用プロセスを勝ち抜くため
の、他己分析をはじめとした客観化・調整が行われる必要があり、さらにエントリーシート
や面接に向けて、自らの本質を最大限にアピールすべく自己演出・表現（明確化、エピソー
ド化）もまた求められていることが明らかになった。新規大卒採用市場では、このような「自
己の自己との関係」を打ち立てるための「自己のテクノロジー」が流通し、そのニーズが喚
起され、大学生と人事担当者それぞれの状況認識に従って、ときに強迫的に消費・実行され
ているのである。 
分析を踏まえて、自己分析市場が果たす機能については、以下の三点が析出された。すな
わち、①採用活動が自由化・多様化した新規大卒採用市場における不透明性の低減機能、②
他者（端的には不採用通知）による否定が予期される「本当の自分」をわざわざ導出させ、
挫折を誘発し、別の可能な選択肢に向けて個々人の自主調整を促していく、職業移行に対す
る個人的動機づけの支援・調整機能、③採用市場の変化を自己分析の目的論として次々と取
り入れ、また採用プロセスに直結した個人的作業課題を提示することによる、就職活動の結
果を、そうした作業課題を遂行できない学生個々人の努力不足として説明するロジックの提
供機能（社会問題の個人化機能）の三点である。 
 
 
図 6 第 5 章における分析結果の概要 
 
第６章 女性のライフスタイル言説と自己――ライフスタイル誌『an・an』の分析から 
第 6 章では、雑誌メディアの中でも、「私」「自分」「自己」が何であるか、どうあるべき
か、そのために何をすべきかといったテーマを積極的に扱うメディアだと考えられた、女性
向け情報・ライフスタイル誌『an・an』を素材として、同誌における自己へのまなざしにつ
いて検討した。1970 年に創刊された『an･an』は、その当初からファッション情報を中心と
した誌面構成をとってきたが、1980 年代以降恋愛、仕事、占い、セックスといった、「女性
の生き方」に関するテーマを扱い始めるようになる。そして 1990 年代から 2000 年代にかけ
て、そうした「女性の生き方」がファッション情報よりも誌面の多くを占めるようになる。
このような雑誌自体の路線転換を背景としながら、同誌における自己へのまなざしもまた変
容してきた。 
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1980 年代以前、つまりファッション情報が誌面の確固たる中心を占めていた時期、『an･
an』において語られる「自己の自己との関係」の典型的なパターンは、ファッションやメイ
ク、その他何らかの商品の購入を通した変身・表現・演出であった。この時期の記事からは、
外見を変えることはできるが内面を変えることはできない、もしくは外見の変更に伴って初
めて内面が変わるものだという、内面それ自体の変革に対する否定的なまなざしがあった。 
しかし 1990 年代になるとこうしたまなざしは変化していく。1990 年代前半に頻繁に掲載
された心理テストは、「あなたの気づかなかった」「奥深くに眠る」「本当の」「潜在的な」内
的真実があり、それを明らかにすることができると語り続けた。また 1990 年代後半以降に
掲載されるようになった、自分自身を知り、認め、好きになり、悩みを克服し、なりたい自
分を見つけるための諸技法は、こうした「自己の自己との関係」の調整それ自体に意味があ
るというメッセージとともに、自らの内面に発見されるべき本質的要素や、向かうべき将来
像の原的イメージがあり、「自己の自己との関係」の調整を行うことでそれらを発見・明確化
し、「なりたい自分」になることができるという本質主義的かつ技術的な自己のヴァージョン
を読者に示し続けた。1990 年代後半から 2000 年代にかけては、かつては否定的にみられて
いた自己の内面の変革もまた技術的に可能であると語られるようになり、また自己の変革・
強化に関する技法が頻繁に掲載されるようになった。このように『an･an』においては、1990
年代から 2000 年代にかけて、隠された内的真実を含有し（そしてそれは暴くことが必ずで
き）、内面・外見・生活全体といったあらゆる経路を通してその根底から塗り替えられ、強化
することのできる対象、しなければならない対象としての自己のヴァージョンが浮上し、自
明化されていったのである。そして 2000 年代においては、ファッション、髪型、化粧、消
費行動、また日常の些細な行動や考え方、しぐさ、生活習慣、霊的アイテムの所持、そして
自分自身に直接働きかけるような技法といった、ありとあらゆる事項が自己をめぐる問いに
節合され、自己発見・変革・強化のための技法（「自己のテクノロジー」）と化されていくよ
うな「自己の体制」が現出しているのである。 
次に筆者は、『an･an』における記事登場者の分析を行った。同誌における記事登場者は常
に一定ではなく、時期ごとにその傾向に変化がみられる。特に近年においては、心理学者・
精神科医・カウンセラー 1、医師、コンサルタント 2、脳科学者、マナー専門家・コミュニケ
ーショントレーナー、血液型研究者といった諸職業といった、（小沢牧子にならうならば）「心
の専門家」がその登場頻度を増大させている。その登場頻度は圧倒的な量ではないものの、
彼（女）らは多くの場合、他の記事登場者に対し専門的観点からアドバイスを行い、導くよ
うな立場を常に占めている。だが文筆業従事者や業界人の一部にもこのような立場を占める
者が存在する。そのため、自己のあり方をめぐって発言力を持ち、指導的な役割を担うこと
のできるのは、特定の職業（「心の専門家」）に従事する人々というわけではなく、複数の職
業・人物からなる「複合体」として構成されており、また雑誌の路線変更に伴ってこの「複
合体」の構成メンバーは流動するという解釈が提出された。ここまでの知見を小括すると、
自己をめぐるまなざしの変容とは、ただ自己をめぐる文化的表象体のみの変化として起こっ
ているのではなく、逆に背後の社会的変動（社会的世界）の従属的産物でもなく、また一部
 
1 ここには心理学者、精神科医、臨床心理士、カウンセラー、精神科医、心療内科医、心理研究家、心理テ
スト作成家、人間行動学者と呼称された人物が含まれている。 
2 これらの多くは就職・結婚・恋愛コンサルタントといったといった肩書の人物が多く、企業を相手にする
コンサルタントはほぼ登場しない。 
の職業集団（送り手）による権力の行使でもなく、自己をめぐる表象や「自己のテクノロジ
ー」の変容、自己を語る権能保有者の流動がそれぞれに相関し合いながら展開する、自己を
めぐる意味の網の目＝文化の総体的布置形成とその変容のダイナミズムのもとに理解しなけ
ればならないと考えられた。 
 
 
図 7 第 6 章における分析結果の概要 
 
第７章 ビジネス誌が啓発する能力と自己――ビジネス能力特集の分析から 
第 6 章では女性の生き方を啓発・支援するメディアを素材としたが、第 7 章では男性の働
き方・生き方を支援するようなメディア、すなわちビジネス関連メディアを素材とした。ビ
ジネスというテーマは、今日のセルフヘルプ・メディアにおける主要テーマといえるもので
ある。このビジネス関連メディアのうち、特に 2000 年代における動向に注目することで、
私たちが誘導され、動機づけられ、望ましいと感じ、そして自然に選びとってしまうような
自己のあり方（「自己の体制」）の中核に、また現状に肉薄できると考えられた。 
分析に際して筆者が注目するのは、近年の労働・教育領域において、「生きる力」「人間力」
「社会人基礎力」といった、能力に関する表現が次々新造されているという事態である。先
行研究の知見を踏まえ、これらを一過性の流行表現とみなすのではなく、①これらの新造語
は先進諸国における能力モデルの変容を表している、②この能力モデルは、ただ特定の能力
を身につければよいのではなく、個人の人格や情動（本論文の観点からすれば自己のあり方）
に深く関係し、その変革をも要求している、③近年の能力をめぐる個々の表現はそうした能
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力モデルを反映するとともに、さらにそのような表現の提出・新造自体が一つの社会的プロ
セスとして、社会における能力観（あるいは人格や情動、自己のあり方）を新たに構造化し
ていく社会的実践となっている、という三つの観点から把捉し、その分析を行うことが第 7
章の目的である。 
分析の素材とした三誌のビジネス誌の能力特集（50 特集）で登場する能力表現（「力」語）
は、自らを管理し、モチベーションを高め、柔軟に発想し、活発にコミュニケーションを行
い、溢れる情報や流動的な市場の中から重要な情報を読み取り、アピールすべき点を十全に
表現することに志向していた。そのため、先行研究が指摘した能力モデルの変容にかなり符
合するような志向を「力」特集は有していると考えられた。 
では、こうした能力の獲得を支援するビジネス誌の読者は、どのような自己啓発を促され
るのか。分析の結果それは、①自らの特性を「力」語と化していくような自己モニタリング
と自己コントロール（ただ努力するのではなく、努力の仕方を自己モニタリングし、その結
果自己コントロールできるものとし、努力を「努力力」にしていく）、②自己を技術的に改良
可能なものとみなしたうえで、その潜在能力を最大限に引き出し、表現する、③多種多様な
発想方法のマニュアルを自ら使いこなし、独創的な発想を生み出していく、という三つの志
向に整理することができると考えられた。 
第 4 章から第 6 章で扱ったセルフヘルプ・メディアが、その働きかけの対象を自分自身に
のみ置いていたのに対し、ビジネス誌の「力」特集において注目すべきなのは、今述べたよ
うな自己に対するまなざしがビジネス環境全体にも同様に指し向けられている点である。よ
り具体的にはそれは、ビジネスの場面で出会うさまざまな他者（部下や顧客、交渉相手）で
あり、また自らや組織が直面する問題であり、そして組織それ自体である。すなわち、①部
下の資質や組織の置かれた環境・現状をモニタリングし、コントロールできる部分を見つけ
出し、②またその強みを最大限に引き出し、発揮させ、③多種多様な問題解決方法のマニュ
アルを自ら使いこなして問題解決にあたる、ということである。「力」特集における自己への
まなざしはこのように、他者へのまなざし、組織へのまなざしと地続きのものとなっている
のである。 
こうした質的分析を踏まえて、次に記事登場者の分析から「自己をめぐる権能の偏在・流
動」について検討を行った。その結果、「力」特集では知名度が高い組織・商品に関わる会社
経営者・会社員が能力の体現者として多くピックアップされ、また特定の専門家が「力」語
の新造・定義・序列づけに多くかかわっていることが明らかになった。こうした記事登場者
の傾向は、かつてのビジネス誌とは大きく異なるものであることから、能力や自己をめぐる
権能は、今ある様態が絶対的なものではなく、ある種の文化的恣意として構成されており、
その様態は再帰的なプロセスとして変動する各誌の路線調整による流動と、そこに常にある
偏在性との相関物として捉えられる必要があると考えられた。 
また、三誌のビジネス誌の志向は、女性向けビジネス誌『日経ウーマン』とも大きく異な
るものであった。「仕事に没入し、全身全霊を捧げるべしという価値観が疑われることのない
前提」が未だにほぼ揺らぐことのない三誌に対し、『日経ウーマン』では仕事を含めた生き方
全般が扱われている。また三誌では精神強化・自己管理への強い志向がある一方で、『日経ウ
ーマン』では転職や副業による「稼ぐ力」、あるいは転職や結婚、出産を「決断する力」とい
った、女性の今日的な、かつ現実的な生き方の問題が「力」語の焦点となっている。これら
から、「力」特集とは、能力の獲得支援・啓発を行う一方で、その根底において性別役割分業
観をはじめとするジェンダーの（再）生産に関係しているとも考えられた。既に「力」語の
流行は、2010 年の時点ではピークを過ぎているといえるかもしれない。しかし、次なる流行
が今後また能力モデルをめぐって、あるいは労働や教育にかんして起こってくるだろう。そ
の際に重要なのは、一見して一過性の流行表現にみえるような動向（この場合「力」語の流
行）の中に、本章で示したような、自己やジェンダー等のさまざまな事項に関する意味の網
の目＝文化が張り巡らされており、またそれらが日々活性化、再構造化されていることに気
づくことなのである。 
 
 
図 8 第 7 章における分析結果の概要 
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終章 セルフヘルプ・メディアが創出する「自己の体制」 
終章では、第 2 部における各セルフヘルプ・メディアの分析結果の総括を行った。具体的
には、「1990 年代における自己の技術対象化」「自己の技術対象化が節合される志向のバリエ
ーション」「自己をめぐる権能の偏在・流動」の三検討課題の再検討を通して総括は進められ
た。 
 
表 2 各メディアにおける動向の整理 
年代 自己啓発書ベストセラー 就職用自己分析マニュアル 『an・an』 ビジネス誌 
    
1950   
    
1960 1963 年『プレジデント』創刊 
  
哲学・文学・文芸評論的な自
己の考察・探究 
ビジネス成功譚にもとづく
心がまえの体得・踏襲 
  
  
1970 1970 年創刊   
  
 
就職対策書における自己分
析への散発的言及 
ファッションと旅を通した
自己変革への誘い 
『プレジデント』路線転換に
よる資質論の言及開始 
1980 
仏教の心がまえの体得 
生活設計・人生計画の構築と
実行 
歴史・東洋思想への注目 
  伝統的精神性の再考 
面接対策の文脈における言
及（手続きは簡素、非定型的）
消費社会における自己変革
への誘い バブル下での「財テク」志向
へ 
1990 精神性の再度の見直し 霊的世界への関心 
自己分析への言及増大 
手続きの増殖 
生き方路線への転換開始 
心理テストへの注目増大 
「心の専門家」の登場増加 
再び歴史・東洋思想への回帰
  
思考・生活習慣の改善による
脳内ホルモンのコントロー
ル 
海外ビジネス書経由での自
己可視化・変革技法の登場 
 
 
自己分析の定着 
手続きのさらなる増殖と定
型化 
エントリーシートとの節合
（自己分析と自己表現の連
続化） 
 
内的な自己認識・発見・変革
技法の登場 長期不況下での模索 
2000 「思考を現実化する」系諸法
則の乱立 
女性向けの日常的自己啓発
技法の登場 
スピリチュアル・ブーム 
ビジネス向け行動・習慣形成
技法の増殖（勝間和代ブーム
へ） 
脳科学ブーム 
傾向の持続 
 
好況期（2005 年～2007
年）、金融不況期（2008 年
～）でも事態は大きく変わら
ず 
内的な自己強化技法の頻出 
自己変革・強化技法の際限な
き増殖（多様な技法の自己コ
ントロールが要請される状
況の現出） 
『プレジデント』再リニュー
アル 
『THE21』路線転換 
『アソシエ』創刊（2002 年）
「力」や「技術」への注目 
 
まず、検討課題「1990 年代における自己の技術対象化」については、表 2 に整理された
ような各セルフヘルプ・メディアの展開から、どのメディアにおいても 1990 年代から 2000
年代にかけて、自己という対象を何らかのかたちで技術的な働きかけの対象とみなそうとす
る志向の浮上を観察できることが確認された。そのため、近年のセルフヘルプ・メディアは
その文脈にかかわらず、自己という対象を何らかの手続きを通して認識・実践可能な対象と
して具現化するとともに、またそうした手続きを通して働きかけることが望ましい、あるい
はそうしなければならない対象として自己を描き出し続けたと改めていうことができる。 
次に「自己の技術対象化が節合される志向のバリエーション」については、図 9 のように
そのバリエーションを整理することができると考えられた。セルフヘルプ・メディアとは、
個々人の最も私秘的な領域ということもできる「自己の自己との関係」という経路を媒介と
して、図 9 に整理されたような社会的変数（男性／女性、労働／私生活、超越的／科学的）
の分散を（再）生産していくことに関与するメディアだと定位することができる。すなわち、
私たちが各セルフヘルプ・メディアから提供される「自己のテクノロジー」を、自分自身の
問題の解決につながると思って自己適用するまさにその瞬間に、さまざまな社会的変数の分
散をさらに再生産することになるのである（たとえば、ビジネス上の問題を解決しようとし
て、男性的、労働志向、科学志向の自己を自ら作り出す、というように）。その意味で、「自
己のテクノロジー」とは、自分自身だけを塗り替えていくようなテクノロジーではなく、社
会における自分自身の位置を（再）生産し、また社会における価値観の分散をも（再）生産
していくようなテクノロジーでもあると考えなければならないのである。 
 
 
図 9 セルフヘルプ・メディアの志向の分散 
 
だがこのような志向の分散の一方で、セルフヘルプ・メディアは、自己に内包されると考
えられる諸特性（「内面」「心理」、あるいはより包括的には「心」という言葉で示されるよう
な）を対象化・問題化し、技術的に処理可能なものとして具現化し、それ自体積極的な価値
があり目指すべき、目指さねばならない対象として自己目的化するというかたちで、人々に
新たな自己のヴァージョンを発信し続けてきたとも考えられた。「本当の自分」「なりたい自
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分」「やりたいこと」を見つけたい（あるいは逆に「これは本当に自分のやりたいことなのか」）、
自分を好きになりたい、コンプレックスを克服したい、前向きになりたい、自分を変えたい、
自分を高め強化したい、能力やスキルを身につけたい、自分をうまく表現したい、独創的な
発想をしたい、自分をうまくコントロールして成果をあげたい――私たちは多かれ少なかれ、
このような「自己の自己との関係」の構築が可能であるという感覚を、またそれは望ましく、
出来るならばそうすべきだという感覚をもって日々生きている。このような自己をめぐる濃
密な網の目そのものへの囚われ、あるいはそれによる攻囲――これが私たちの世代にとって
の「自己の体制」、私たちがその中を生きる「自己の体制」なのである。 
 
 
図 10 自己をめぐる権能の空間的プロット 
 
検討課題「自己をめぐる権能の偏在・流動」については、各セルフヘルプ・メディアの登
場人物の「守備範囲」という観点から、図 10 のようにその権能の分散を整理した。各メデ
ィアにおいて圧倒的な権能を独占する職業集団は存在せず、かといって完全にアトランダム
ではない、一定の職業集団を緩やかな中心とする権能の「複合体」が、今日における自己を
めぐる問いの発信と答えの提供をリードしているという解釈がこの検討課題についての最終
的な見解として提出された。 
各検討課題の整理を行い、本論文から提出された知見を図示したものが図 11 である。 
 
21 
 
 
図 11 セルフヘルプ・メディアが創出する「自己の体制」の諸要素とその関係性 
 
本論文から提出された知見は、これまでの社会学的自己論が提出しえなかった、現代的自
己をめぐる新たな認識利得をもたらしたものだと筆者は考えている。すなわち、「自己をめぐ
る技術性の上昇」という視点の提示とその実証的分析、セルフヘルプ・メディアのバリエー
ションの実証的分析、今日求められる「自己の自己との関係」の様態およびその自己目的化
プロセスの実証的分析、「心理主義化」論が陥りがちな専門家支配論に留まらない専門家複合
体論の実証的検討、そして包括的な機能論的考察。これらのそれぞれが、社会学的自己論あ
るいは（教育）社会学に対する新たな知見を提供し、学術コミュニティに貢献することがで
きるのではないかと考えている。 
また、学校でのキャリア教育、就職・転職・離職の場面、何気なく手に取ったベストセラ
ー書籍や雑誌、日々目にするさまざまな広告など、自己をめぐる問いへの誘いが社会のそこ
かしこに張り巡らされている今日の社会において、「『自己とは何か、どうあるべきか』その
ものではなく、『自己とは何か、どうあるべきか』を自然と考えさせられてしまうような社会
の構成に目を向ける」本論文のアプローチは、私たち自身、そして私たちが生きる社会が現
在どのような地点にいるのか、それに対してどのように向き合うべきかを複眼的に理解する
にあたっても、実践的な効用を果たすのではないかと考えている。 
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